
今月の一品 令和 7(2025)年 11 月 

 

江戸時代の旅の必携品 

飯能市立博物館 学芸職員 金澤　花陽乃 

　現在開催中の特別展「レアなおふだ」では、資料旧蔵者のご先祖さまが各地の旅先で手に入れたと思われる

古いお札も展示しています。 

　江戸時代、庶民の間では旅ブームがたびたび起こりました。最も有名な行き先といえばお伊勢詣り

ですが、伊勢神宮に限らず、各地の神社仏閣参拝（とそれにかこつけた物見遊山）も人気を博してい

ました。 

　今月ご紹介するのは、そんな江戸時代の旅の必携品ともいえる文書「往来一札（往来手形）」です。

虎秀村（現飯能市大字虎秀）に住む吉太郎といねの夫婦が神社仏閣参拝の旅に出るため、名主の安節

と檀那寺の福徳寺から各地の関所の役人や村役人に宛てて作成されました。 

　文書には、吉太郎といねは福徳寺の檀家として身元確かな者であるので関所を通してほしいこと

や、道中行き暮れてしまった場合には宿泊させて欲しい旨が記されています。そして、万が一旅先で

急病にかかり急死してしまった場合は、

現地の作法に則って弔いをし、何か機会

があった折にできればその旨を知らせて

欲しいとも書かれています。つまり、こ

の文書は身に付けていることで旅をスム

ーズに続けられる、いわば江戸時代にお

けるパスポートのような存在であったと

言えます。 

吉太郎とイネはこのパスポートを持っ

てどこへ行ったのでしょうか。もしかし

たらこのご夫婦も旅先の寺社でお札を手

に入れていたかもしれませんね。

往来一札之事（落合道義家13-1）
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